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序  
R血1ba11dとMallarm¢の絶望的な試みのあとに、そしてまた超現実派の、  
アカデミーに対しては有効だが天才に対しては致命的な極端のあとに、ついに  
ひとりの詩人があらわれ、彼は前者における処方せんとしての文学も、また後  
者における呪文も認めず、ただ単に自らの無意識の偉大さと、詩人という職業  
の義務から生ずる拘束とをうけいれる。ETIEntちL苫ほ17世紀のクラック理論  
家よろしく上のようなことを述べたあと、この詩人を「S11Pervielle、すなわち  
Rimbaud（病）に動く薬1りと公式化している。またこの学者は特に形式面に  
関して自発の力に対する倍額とたえず後悔反省をかりたてるある力とを分ちも  
つ詩人を、「出発においては文学的アナーキスト、到達点においてはクラシッ  
ク2）」、あるいは詩篇の言葉を借りて「日常の言葉でもって書く8りクラシック  
であると定義している。   
以上のようなStTPERVI省⊥LEの定義あるいは文学史上の位置づけは、彼の諸  
作品を段階的に見てゆくと、われわれがこれから検討しようとしているLes  
AmisInconnus（1934）という詩集に到ってはじめて完全に妥当するものであ  
る。この詩集は形式においてほほば定型を維持しており、ET工EMBLEのいう  
「到達点」の時期ほこの詩集に始まるといえる。また「日常の言葉でもって書  
く」（Unpo祉eprenaitlesmotsdeto11SnOSjours）と詩人自ら言い放ってい  
るのほ、まさにこの詩集においてである4）。   
内容面から、われわれがこれまで検討してきた二つの作品Homme dela  
Pampa（1923）およびGravitations（25、決定版32）とLesAmisInconn11S  
とをごく概括的に比較してみよう。HommedelaPamperは自己にのみ沈潜  
し自己の存在の根拠を求めて彷篠した。この彷裡はもっばら夢の中で行われて  
〔65〕   
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いる。ついでにこの作品が散文で書かれていることも思い出そう。韻文作品  
Gra′dtationsも同様に、内的宇宙に自己を求める苦々しくまた狂おしいばかり  
の彷裡である。「ひとは自己自身の中に入ってゆきながら、螺旋の中心に向か  
いながら、いっそう自己の近くに来ていることを決して確信できるものではな  
い。多くの場合、存在の中心においてこそ存在ほ彷程なのであるから5）。」存在  
の中心に向かえは向かうほど自己を見失いその迷路から抜け出ることさえ困難  
な、従って詩形も無制限に長く無定型になりやすい詩篇に多く出くわした。  
RILKEはSupERVIELLEあての手紙の中で、Gravitationsについて、 以上の  
ような苦悩を超越した軽快な短詩Pointede Flammeが素暗しいと讃えてい  
る○）。   
LaガonトBompiarliの作品辞典にもそのまま掲載されているETJEM丑1長の  
LesAmisInconnus寸評によると、「ここではJules Supervielleのフランシ  
スコ派的側面がGuanamiru的側面を凌いでいる7）。」夢想に耽りがちな以前の  
作品にくらべ、Les AmisInconmrsは夢想に整然とした統制が加えられ、何  
よりも内的宇宙が専らそこに沈落してしまう危険な迷路であるというのではな  
く、外的宇宙とのかかわりにおいて把握されている特徴を十分に示す作品であ  
ると云えよう。   
ところでBACHELARDほこの作品中の家のイマージュ8）にふれて、ト…・む  
しろ私たちは純粋な解放と絶対的昇華の詩的現象を前にしている。もはやイ  
マージュは事物の支配下にあるのでも、無意識の力のもとにあるのでもない。  
このイマージュは秒茫として、ひとつの偉大な詩の自由の空気の中を漂い飛翔  
している。窓を通して家は世界と無辺の交わりを結ぷ8）。」と許するが、ただひ  
とつ家のイマ【ジュのみに限らず詩集全篇が「情念の重荷をすて欲望の力から  
自由な、何ものをも昇華することのない昇華10）」として読まれやすい便向を示  
すに至っている。この心理主義的読みを拒絶する怯向はCII．GREENEから次の  
ような結論をひき出すことになった。「Supervielleのすべての詩集のうちLes  
AmisInconnusは最も霊妙で最も神秘的である。没論理的に彼ほ大かたの人  
には未知である状態を語り、従って大多数の読者に共通し彼らと詩人との間を  
一本の絆で結ぶような感情に訴えることはない11）。」このような諸家のうけた  
印象は「普遍的な主観性」という重要な課題に通じると考えられる。  
ところがまたこの詩集を概観すると奇妙な事実に気付く、それは集中最後の  
詩篇Letapisvertが例外的に心理主義的な読みを促すことに起因する。   
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先瞥こ名をあげたGREENEほこの点に関しても、この詩篇が、詩人の記述して  
いる不安によく似た不安を読者のうちに生じさせることに注目している。「こ  
うしてまさに心もとない不安と絶望のうちにさえこの詩集は閉幕するのであ  
る12りと図らずもこの作品のもつ二重性を暴いている。   
この詩篇にあらわれているようなSupERVIEILEの感情の特徴について  
HIDつLESTONlさ）は次のように理解している。すなわち、詩人は時どき間違っ  
ているのは自分なのではないかと思うことがある。そして自分の人生の不条理  
は、自分で犯したのかもしれない誤ち、さらに自分の人生がその永きにわたる  
償いにほかならぬような未知の誤ちによって説明がつく。これはGREENも名  
付けるところの「謙虚の神秘一自らを消す欲求、卑下、遠慮1塵〉」というもので  
あり、やがて少しずつ罪悪感に発展してゆく。この感情の糸口はすでに小説  
LeVoleurd’Enfants（1926）の主人公Biguaのうちに不断の自己弁護欲求と  
いう形であらわれていて、「‥‥‥他人の前でも自己弁護したいというこの欲求  
は、世界と自分自身の前で弁解しようとする彼の欲求の一棟相にほかならぬ。  
そしてまた自分の憂鬱、他人が共有することのできぬ、従って他人の理解でき  
ない世界からやってきた他処老、hors－VeIluに彼をしてしまう憂鬱の言訳を人  
生の前でしたいという欲求でもある15）。」こういった強迫観念の好例である悪  
夢のような詩篇の中で、人生ほ玉突きゲ【ムにたとえられ、詩人は満足と幸福   
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の象徴である玉に達することができず、いくらもがいても「悲しみの白玉」に  
突きあたらざるを得ない。ひとは彼の無器用を囁う。この囁いがさいごには詩  
人の妄執となる。   
われわれほ何故詩人がこのように生なましいやり場のない恨みの詩を作品を  
閉じる位置に匿いたのか疑問に思わざるを得ない。   
こq）疑問にくわえて更にLetapisvertが、G11anamiruの「玉と玉がぶつか  
るのに時には1週間もかかるような果てしない玉突き台の上で早馬を駆る男た  
ちがゲームしている16）」悪夢の再現である点を考慮にいれると、またさらにい  
わばこの悪夢からの治癒として「未知の友misinconn11S17）」の待つ町へ旅立  
つHommedelapampaの筋立てと相供って、われわれの研究の対象となっ  
ている詩集は最後の詩篇Letapisvertで閉じてしまうのでなく、そこから最  
初の詩篇Lesamisinconn11Sに読竃を再び立ち戻らせる－それも純粋昇華  
としてではなく、詩人の妄執とともに、つまりこの夢想しがちな詩人が現実世  
界（決して逆説でない悪夢である現実）に触れよう、そこに生きよう（生とほ  
まさにこのことにほかならないから）としながら、触れてみれはそれは孤独の  
玉であるという不条理から、「未知の友」への切ない呼びかけを余儀なくされ  
るドラマとLての読みをも可能にする。LesAmisInconnusとほ「孤独から  
逃れるために世界のありとあらゆる友情にかけられた動員1S）」なのであるか  
ら。  
I  
Le5Ami5hconn115（34）に至るまでの主な作品をとりあげると、1．HoJnme  
delaPampa（23），2L Gravitations（25），3・Vole11rd’EnfantS（26），4・Le  
SurvIVant（28），5・LeFor9atInnocent（30）．6・L’EnfantdelaHauteMer  
（31），7・Boireえ1a SolユrCe（33），そして8・Les AmisInconnu5（34），1・に  
ついてはQuiestGuanamir11？曲19）で扱ったように物語（ロマン）の筋立て  
は、幸福になるためには火山が必要だと思って火山を作ることから始まり、最  
後にほ主人公自身が膨偏して爆発するという、幻想に始まり幻想に終る。2・に  
ついてもQuiestG11aVamim？（ⅠⅠ）20）で取扱った。この詩集は自己を探索す  
る自己白身の内部への果てしない旅であり、深い夢想に陥る傾向を示した。ま  
たこの詩の中の大宇宙も極めて寓話的である。3．4．は連作の物語（ロマン）で  
ある。Gllanalmm的人物Biguaと妻の間に子はないが、親にかえり見られる   
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ことのない子供たちを攫ってきて育てる。主人公と妻と育った「義子」たちと  
の問の葛藤－「この二つの小説でほ性本能が重要な役割りを演じている21りは  
現実的で我々にも身近な問題を含んでいるとは云え、子供を攫って育てる、  
やっと少女になったばかりの娘に恋情を抱く、大西洋航路の殿上でこの少女と  
少年との仲を知って海に身を投ずるなど、その文体とともにむしろ幻想性の占  
める程度の方が大きい。5．は「自分自身の内的世界に閉じ込めら九たforGat  
innocentg2）」の試であり、「この詩集の中に描かれる世界ほGravitationsのそ  
れよりももっと狭く限られている。それほ心の世界である23）。」6、ほ船が通過  
する度にすっかり海中に没する「海の上町村叫」に「挺・現実の呵」生を送っ  
ている娘の物語（コ：／ト）である。7．は1933年版の表紙にほR¢cif，Con丘－  
dences delam6moireetdupaysageの副題があり、1951年版は新来に3つ  
の章を加わえて、副題はCon丘dencesとのみなっている。ETIE丸1BLEは後老の  
副題の方が、前者のR¢dt…よりは相応しいと記している28）。   
以上一連の主な散文・韻文作品を時代帳に列挙したが、他に戯噛もあり、こ  
こに掲げなかった作品も含めて、1から6までの時期の作品と7のおoireえb  
SOurCeとが相違する明かくな特徴は、前者が幻想的であるかあるいほ内的宇宙  
を専ら取り扱う傾向を強く示すのに対し、後者ほいわほ自伝的な物語（レシ）  
であって、詩人が自らの生を現実の時間・空間にはっきりと刻みつけることを  
試みた作品だということである。この論考の対象であるLesAmisInconms  
がB（血e瓦1aSolユrCeの翌年に善かれた作品であるということは、序にも触れ  
ておいてように、この詩作品が外的宇宙との関連において、或はそれとの調和  
を保ちながら内的宇宙を開封こするに到ったいきさつを示していると云える。  
このことが自覚的に行われたのか否かは分らないが、あるいは心理的に解する  
ならば、この夢みがちで内向しやすい詩人が逆に自己の存在を外的宇宙に位置  
付けようとする試みであると換言することもできる。   
この事情を十分に説明していると考えられるBoire乙1aSolユrCeの構造をい  
ましばらく検討してみよう。  
Ⅰ  
この自伝的物語ほ、ILesPyrdn由s，ⅠIUrn訂ユay，ⅠⅠILaTrav訂S畠e，ⅠV  
Owo－PTetO，V ParagⅦayの5貴からなっている（1933年版）。第四章ほ  
Carnetdevoyage畠・Ouro－Pretoの、第五章ほUnVoyageauParagtlayの   
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各1節のみからなり、第一章は故郷であり、未知の両親の墓のある土地への帰  
還が2節で、第二章は生れ故郷であり、5歳から10歳までを過し、リセの学生  
時代のヴァカンスを3庶過し、1919年以来4・5年毎に旅をすることになる、バ  
ムパとガウチョの国の思い出が9節で、第≡章ほふたつの大陸を結ぶ大西洋が  
2節で語られている。   
作品ほちょうど中間の章にLaTravers占eを配して、障と海との対立する二  
項からなっている。「ビレネ、ウルグアイ…‥・そしてこれまで大西洋という言  
葉ほひとこともない。これは忘却でも忘恩でもなくてむしろ大洋についての私  
の印象が堅固な陸地の印象のあとからやって来たということなのだZ7）。」この  
引例はピレネおよぴウルグアイと大西洋が対比されるのは単に陸と海のちがい  
ではなく、両者間の堅固さとそうでないものという相反する属性によっている。  
この作品ほ前に述べたように時間と空間の中に、堅固な現実世界の中に自らの  
生を定着させる試みであるのみならず、同時に現実的なものと非現実的なもの  
の、堅固なものと浮遊するものの、時間的空間的なものと無時間的閉所的なも  
のの、外的宇宙と内的宇宙との弁証法をも浮彫りにしてみせている。La Tra－  
VerSdeの中からそういった例を引き出してみよう。   
船では「海の現前を忘れさせる28りための色んな努力が払われている。あら  
ゆる催しものは「海の広大で活発なメランコリーが魂の中に入り込んで屠坐り、  
手摺のこちら側も向う側も同じことだと思い込ませないための呵」また「発作  
的な想像力を鎮めるためが0）」工夫がこらしてある。船ほ「小さな祖国叫」  
（陸）であり、そこではいっさいが「反大洋連合82）」を組んでいる。   
それは何故であろうか。  
「この灰色で盲目な大きな塊は、盲目者の意志しかもたぬ：外に対してはほ  
とんど無力なくせに、激しく見境もなく大波を右左に操りだしながら、沌少茫と  
した広がりに均しく力を配分しついにほ因果な－一点上で小さな船を沈める83）」  
からである。「海は私たちに放散をひきおこすので、精神がすみやかに船をほ  
なれ他処をさ迷う34）」1其れがあるからである。この夢想の世界にひとしい海で  
は、「堅固なもの6D祖国Patriedes solides35〉」とは異なり、「生が宙ぶらりん  
の状態にあり36）」、依拠すべき現実世界から遠ざかる。手摺を境とする二つの  
王国ほ「生と死の王国37）」なのである。海に身を投じる誘惑からかろうじて免  
かれ、かわりにタバコの喚い殻でも放ってみると「そういったものほみな私た  
ちの一部分であり、ただちに非現実の世界に対する苦しみaffres delam6ta－  
Physiqueにひき渡される88）。」現実の世界Physigueを離れ非現実の世界へ没   
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入することの苦しみほ、少くともGravltationsの中では内的宇宙への自己探  
索の旅の挫折の苦しみとして既に見た通りである。  
「とにかく」とSuperVlelle自身も結論している。とにかく海は人をして占go  
に向かぁせる呵。そして「そのうち私たちは、死はおそらくェゴイスムのうち  
でも最たるものであろうと考えるにいたり、精神の中にもう何も入れたくない  
何も出したくないと思うようになる40）。」そしてついにほ対立する二つの生を  
もつ存在が自己のうちに出来あがる。それほ陸に住む自己とそれを軽蔑してい  
る「海の自己」moimarln41）である。   
海は内的宇宙への通路をもっており、海の広さは内的宇宙の広さと同じであ  
る。常に浮ぷ船の上でほここiciと今en cemomentが欠如するので42）、人  
は今ここをこ立脚する自我を保ち得ず、したがって整然とした時・空の世界であ  
ると云うことのできる現実世界㌢こ通じる道をも断たれている。   
以上海について考えながら、どちらかというと陸からすれば負の部分、現実  
世界の反対概念に照明をあてた。しかしながら、われわれにとってSupER－  
Ⅵ耳LL毛の発展における現実世界との係わりが問題なのであるから、次に  
SIJIゝERViELIEにとっての現実世界、外的世界とは何かを検討してみたい。  
Ⅱ  
再度念を押しておかねほなるまいwこの検討の前提として銘記しなけれは  
ならないのほ、現実世界がSlファERViEtLE自身にとって重要な問題であるとい  
うことである。   
HIDDI－ESTONによると詩集Saisirが善かれる時期1928年頃呵、詩人は自分  
が世界と自己とから切り離されているのを感じている。それで「泉に飲む叫」  
試みが不可欠となる。この必要から後にBoire丸1a So11rCeの第二章となる  
Uruguay（28）が生まれ45）、1948年に海・陸の弁証法の中に位置づけられる。   
それではそのUmguayを検討すると、現実世界とほまず記憶の中一子供  
時代の中にある。今ここでは子供時代の具体的な現実の個々をとり挙げること  
は控えるが、この時代、子供と世界とはみごとに結びついており、自己白身と  
のあるいほ事物との分離は見当らない。たとえ子供がどんなに夢想しようとも、  
世界との間の密接なつながりほ断たれずに残っているのである。この少年に  
とりて馬に乗ることがはじめての世界所有のきわめて具体的な体験となってい  
る：   
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牧童の顔をまともに見ることができる。まわりよりひときわ高く連取け   
の馬の背に跨っている。馬を進め、10回といわずやりたけれは20回も旋   
匝させることができる。こういったことは乗馬を誰に教わったのでもない   
だ研こ一段と大きな喜びであった・・・＝ 。（牧童の）デュルが鞍の置き方、歯   
の間に舌を邪魔せぬよう轡を含ませる仕方、組Lの注意を払って馬具と羊   
皮をかけ、そういったものをみな締める仕方を見せてくれ、いまや馬は私   
たちの手もとですっかり準備もととのい、目の前を行ったり来たりしてい   
る。私たちは自分の力で現実を捧え、つぎにこの美しく、生きていて大い   
なる現実に触れていたのである。私たちは厚みと重みと堅さを味わう。事   
物の、実物教育。世界の事物に触れているという感銘、事物を追って駈け   
ている感銘をはじめて受けたのはじつにウルグアイの平原でのことであ   
る▲8）！   
子供時代には現実が堅さをもっていた。いまではすべてが堅さを失い、手で  
捉えることができない。「夢」がすべてを徹底的にうち壊し、もはや初めの現  
実の名残りをいささかも残さない。この嘆きの声がLenuageという詩篇を  
生んでいる：   
Iユゴut11n temp50血ユe50ml）re5  
Aleur place v6ritable  
N’obscurcissaient pas mes hbles・  
Mon cceur donnait salllmlもre．  
Mes yellX COmPrenalentla chaise de pai11e，  
La tab］e de bois，  
Et mesmainsne r6vaientpas  
Parlafaute des dixdoigts．  
Ecoute－mOi，Capitaine de mon enfance，  
FalSOnS COmme aVant，  
Montons乙bord demapremiらre barque  
Quipassaitlamer quand j’avait dlX anS・  
Ellene prendpasl’ean dusonge  
Et sent sarementle go11dron，  
Eco11te，Cen’est plusq11e danSmeSSO11Venirs  
Queleboisest encorlebois，etleler，dur，  
Deplユislongtemps，Capitaine，  
To－1tm’estn11age et j’en me11rS，（76）   
Gl通m汀u Oule5dIStanC彷  
この子供時代の世界所有の体験と、Guanamiru（Gravitations）の経験とのち  
がいは、大人である後者が、内的宇宙の奥底で白倉を脅かす危険から逃げ出し、  
非現実から自由である子供時代へ遡ってゆく点に顕著にあらわれている。   
HIDDLESTO¶は、S－∫FE－ミVl乱LEが年をとるにつれ自分の子供時代になお頻  
りと会いにゆくようになると述べたあとで、大胆にしてかつ至当にもこう言い  
足している：「しかるに詩人は子供時代のこの形而上的探求を自分自身の子供  
たちの現実的な（physiq11e）現前によって補完する必要がある47）。」   
しかしながら個人的な子供時代や6人の実子というものを超えてStJPERVIEし  
L冨のうちにほ子供の元墾があることは、すでにGravitatioユ1Sについての論  
考の中で触れておいた呵。子供はより世界の近くに生き、大人が世界と分離し  
ていて世界を概念を通して捉えるのに比し、世界と直接的に接し、自己と世界  
の区別を知らず、むしろ世界と混融している。南米の平原でほ馬や牛や羊など  
が目の前で死んでゆく、ここでは「それらの骨がアザミやイバラなどと同じよ  
うに多く生えている49）。」あるいは空一面をおおうバッタの大群が子供のいる  
大地を襲う。「頭をひくくして私ほ物の通常の色が消えてしまっているのを見  
た。土も木々も家も菜園も黄色くなって忽ちのうちに朽ちはじめて覿えている。   
…・／ミックは家の評りの窪地を埋めつくし、所々で盛りあがっている。ポケッ  
トが動き出すのを感じて自分までやられているのに気付くのであった…叫。」こ  
れらの光景を前にするとき子供が感じるものは何であろうか。それは他の動  
物・鳥・昆虫・植物などとの出逢いと同じように、決して恐怖などではなく  
驚きにほかならない。「子供ほ物が初めてであるかのように見える永遠の現在  
に生きている叫」からである。  
StrpERVI乱LEにとっての現実世界とは、換言すれほ、夢想家として内向する  
老にとっての外的世界のことである。1959年2月にETIEM8⊥Eとの対話の中  
で文学的影響関係に話が及んだとき、自分のような夢想家にほとんど塀似しな  
いという相異のゆえに好んで読む作家も少からずいるとして、「私ほ現実（的な  
もの）1er占elが存在することを見きわめるために彼らをしばしば必要とナるの  
です叫」と答え、また何が強迫観念から救ってくれるかとの質問に、「デッサソ  
を措くことで私は外的世界にたいそう近づけました。外的世界に、私の内向性  
と研究者たちが名づけることになるものの解消を見出していたのです呵」と、  
ごく具体的な実生活の次元で外的世界がどういう意味をもつかを明示してくれ  
ている。   
有 書 豊太郎   
夢想家ほ外的世界に向ける視線をもたない本来の盲目老aveⅥgleであが4）。  
彼は外的世界を歌う声をもたない二  
Pour chanter avec les fleurs 
Ilfallait une autre voix，  
Avecle且ot des cascades  
Ce ne pouvait etre toi．  
Tu chantes avec toi－m昌me  
Dans des cavernes profondes，  
L’aveugle quandilest sage  
S’ilouvreles yeux tout grands  
C’est pourmieux voir alトdedans，．（118）  
M・JouHANDEAUはSupERVIEI．LEについての人物評の中でその視線につい  
て次のように詳している。彼が何かに目を向けている時、彼の観察しているも  
のが特に何であるのか存分にわかることは決してない。彼は盲目なのであろう  
か。否、彼ほ人に見えているものを見ているほかりでなく、その彼方のものを  
も見ているのだ。このように彼の目ほ夢想している55）。   
この内向する魂ほ身近に肉体という物質・外的宇宙を見出す。魂という不在  
者absentは肉体によってのみ現前するのである：   
JesulSuneamequparle  
Ecoutez de votre mlellX．   
J’av衰sbontedemoncorps  
Quise pr6sentait parto11t  
Avec mol，m’enveloppant  
De sa chalr a V£tement，  
Et maintenant me voicI  
Ageno扇n昌esansgeronx  
Slユrle solo血ils’allonge   
Je comprends qu’ilneme reste   
Quesessouenirsalui  
QulVOnt，Vlennent，angOiss毎，  
De mon absence de t昌te  
A mon absence depleds（Sl）   
このようにその依り所とする肉体を欠く魂は、「かけがえのなき私の木を切り   
G11ar払nlしてuO止し笥dktan£eS  
たおされ、寄辺なく空に舞う小鳥の私56）」にほかならない57）。   
肉体の言い分によると、肉体が現実世界との接触を可能にするのに対しノ、魂  
はむしろそれを妨げる。肉体の声を聞いてみよう二  
《Ame，q11e VOnlez－VOllS？  
Vous6tesla，tOut PreS  
Vousmebandezlesyeux  
D’un mo11Choirlun6raire  
Quand c’estle tour du corps  
D’au∝et de ven∬，  
De croiserles passants  
Et deles regarder  
D’o11bllerleslointains  
Avecleur air ddGu，  
De tollCherles objets  
Sibeaux，丸foTCe d’6仕e  
A port6edela main・》（38）  
しかしたとえ現に苦しみな強いるような肉体であっても58）、肉体が存するか  
ぎり魂ほ不幸を遠ざけることができる。この肉体とともにとどまることに甘じ  
なければならない。なぜならば、「扉を閉ざされて魂のねく嘲らのなきほどFこ大  
きな苦しみはない59）」からである：  
AloTSl’ame q血1esalt，   
Mとrelnqul昌tetouJOtlrSPreSdececorpsqulS’a1longe：   
《Lemalheurn’estpassuTnOuS  
PuisqⅦele corps demes】0ⅧS  
Dansla p6nombreresplre・   
Iln’est pl11Sgrandedouleur  
9uenepaspoⅦVOir soⅥ批1r  
Et quel’amesoit sansgite  
Devant desportes ferm6es （3334）  
現実世界と想像の世界との関係は、肉体と肉体を離れた魂との関係に似てい  
る。次の詩では鳥にたとえられた想像の世界は現実世界を超越して生きている  
が、イマージュの消掛ま必然的に予定されているので、鳥は死をむかえること  
になる：   
有 書 豊太郎  
Lesvi11es etles bois nous regardaient passer  
IIs connaissaient fort bienles rapides oisealユX  
Quisur notre chemin nous servaient de pens6es  
Et qu，en vain des chasseurs sulVaient deleur f11Sil▲  
Leplombles traversait sans arr芭terleurvol，  
IIs vivaient au－de7a dela vie et du sang．・  
Malntenant nO11S VOicientour6s d’oiseaux morts．  （73－74）   
SIJPERVIELLEのような詩人は本質的な矛盾をうちに含んでいるようである。  
その矛盾とは、夢想家ほ現前の世界から遠ざかると同時にイマージュという現  
前をうみ出す。詩人はイマージュの現前性にその人間存在の足がかりを置く60）、  
しかしながらイマージュほイマージュとしての現前性以上のものをもたらすわ  
けでほない。   
そのうえ詩人は日常の言葉、（単に平明な言葉なのでも、またETIE入相LEが  
しきりに強調するRInIBAUD以後サソボリスム・シニL－－ルレアリスムと続く錬  
金術的言葉からの治癒としての言葉なのでもなく01））現実に触れ、物のすぐそ  
ばにあり、物から出てきたばかりの物と切り離せない言葉を用いながらも、そ  
れでもなお詩人は世界から遠ざかる。少くとも詩人の住む世界ほわれわれのと  
は異るのである。この言葉を用いる詩人の意図ほ、「自分のうちに感じられる  
怪物を飼い馴らす」ため、「狂気といってよいようなものを鎮める82）」ためで  
あるが、自己ではない自己である怪物を自己の中に住まわせていることから生  
じる狂気こそは即自的世界に近い言葉の呪力によって救われるかもしれないの  
であるニ  
Mes fr昌res q111Viendrez，VO11S VO－1S dlreZ unJOur＝   
《Unpo8teprenaitlesmotsdetousnosjours  
Pour chasser sa tristesse avec11ne nOuVe11e  
Tristesseinfinimentpl11Stristeetmoinscruelle・   
Ilavaitun visage，Oi11’airserefl6tait，  
－Passagedesoiseaux，et desso11Sdesforets，－   
QulSereforme encordanssatacheI）rOfonde，  
Et，nOuS aPer90it－il，abrit6par sesvers，  
Qu’ilseconsole，aVeCnOSvisagesdlVerS，  
De n’etre plus d11mOnde・》（39）  
このように内奥の悲しみは、詩人が夢想によって現実世界から遠ざかると同   
GuaI旭mlru Oules d15taれC田  
時Fこひとの世界にも属さないという結果をもたらし、理解されないことの悲し  
みFこかわる。この詩人の孤独は、同じ世界に住むもの同志のコミュニケーショ  
ソのための媒体が欠けていることから釆ている。「大きな空虚しかもたない83り  
詩人に何でもよい、どんなに小さくともよい何か現実空間のものを与えても、  
そのお返しにくれるものは手に据むことのできないものなのである，  
A choisirilvo11S donne en6change：  
Des cadeaux pl11S Obscurs quelamain ne peut prendre：  
Un Teflet叩1CDuCbe so11Slanel酢，  
Oul’envers duplushautdesmages，  
Le sユ1ence au milieu du tapage，  
Oul’6toile q－1erien ne prot昌ge．  
Tout cela il le nomme et le donne 
Luiquiest sansun cllien nipersonne．（40）   
この詩篇ほpO11r11npOら玩mortと越して、その属する世界が死者の世界に等  
い、、「伴とする一匹の犬も人もない」死者一詩人の孤独を描き出している。  
またSolit11deと砥する詩でほ詩人のさ迷う非現実空間（Ce VerSant del’Es－  
pace）の時間が余りにも長い幅をもつので、現実空間に属するひとと出逢うこ  
とがないことを自らに言い聞かせている  
Homme占gar占dansles siさdes，  
Ne tro11VeraS－tuJamais11n COntemPOrain？  
Et celui－1a qulS’avance derriere de hauts cactus   
Iln’apasltage de ton5ang quidivalede sesmontagnes，   
Ilneconnaitpaslesrivi占res oilSetrempetOnregard  
Ohjesais，】eSaisbienquet11auraispr媒r6  
Etre comprlS Parle］Our qtlel’on nomme  
Et par ceux－1a qulSe disent s11rla Terre tes5emblables  
Parce qu’ils n’ont pour s’exprlmer dulonddeleurs ann6es－1umiere  
Quele scintillement d’1m CO已u∫  
Obscur pouries autres hommes・（69L70）   
そして詩人と同じ時間・空間に属し詩人を理解するものといえば易々以外にな  
いのであろうか，  
Mais包d6faut d’un visage   
青 書 登太郎  
I・eS6toilescomprennent talangue  
Et d’instant eninstant，famili占res des distances，  
Ellessecondenttapens6e，1uifoumissentdesparoles，  
IIsll血t depr昌terl’oreillelorsquesefermentlesyeux．（69）   
前述のように詩人の運命は死者の運命と似通っている。南米の詩人Ricardo  
Gtiiraidesに献じた詩篇では、「死が私たちをさらに近づけた。そしてそれ以  
来私は君僕で話すようになっている64）。」死者も詩人も現実世界にほ不在であ  
り、せいぜい声によってのみ現前している 一一1e monde est plein de voix  
quiperdirentvisage65）Lが世界との有効な接触を断たれている。つまり言葉  
を奪われているのである。死者一詩人の声を聞いてみよう：  
‥・］e mapPelaisun tel，   
Je ne sais pl11SmOn nOrn，je n’alPlus de cerve11e  
Croyez ce que］’en dis，】e ne Suisplus qnun mort   
Je vellX dire q11elqu’un quip色se ses paroles・（30）   
Leregret dela Terreの中では、詩人はすっかり死者の側に立っている。死  
者一詩人は去ってきた現実世界に対する懐郷の情を抑えがたい：  
C’6taitle tempsinoubliableo‡1nOuS6tions surla Terre，  
Oh cela faisaitd11bruitdelairetomberquelquechose，  
Nous regardions alentolユr aVeC nOS ye11ⅩCOnnalSSe11rS，  
Nos orei11es comprenaient toutesles nuanCeS del’air  
Etlorsqlユele pas del’amis’avan9ait no11Sle savions，  
No11S ramaSSions alユSSibien une且ellr qu’lm Cai11ou poll，  
Le temps oh no11S nePOuvions attraperlaf11m6e，  
Ah！c’esttout cequenosmainssa－1raientsaisirmaintenant・（37）  
この詩人は実に「時間と空間の外からやってきた著Hors・Ven11である。そ  
の上世界の誕生にすく“近く、この他上の天とは別の天から降りてきた老66）」で  
あるが、また視点を変えると、「遍在の痛ましい運命がいたるところで彼につ  
いてまわる・・・…この運命のために彼ほどこにいても亡命者であり他処老になる  
のである67）。」   
G11aJ旭mirl10ules distanc缶  
Ⅳ  
詩人が彷指する旅の時間が余りにも長い幅を有することは前に見た通りであ  
る‘   
Homme6gar6dansles si昌clest（69）   
この詩人がいわば、（現実の）時間と空間の外から釆たものであることについ  
ても今見たはかりである。ではこの詩人の時間がどのような時間であるのかを  
見極めておく必要がある。   
まずほじめに詩人が遠ぎかりがちである現実世界に流れる時間は彼にとって  
は「私の血で渇きを癒しに来る」時間の馬kscheva11Ⅹd11TelnpSである。  
時間の流れ行く当てほ詩人の避け得ぬ死以外にないのであるから、詩人はいわ  
ば時間をかせく小努力を繰返しているニ  
Etqu’ilmefautsoudainrefaireenmoidesforces  
Po11r q11unlOtlr OtlViendraitl’attelage assoiff6   
Je pulSSe enCOrevivre etles d6salt6rer・（‖）   
時間（の馬）を自分の血で養っていこうというこの意図ほ、彼の自己探索をど  
こまでも続けようとする執拗な怠志と対応Lていて、このいわば重労働から彼  
の詩人としての創造への道が開けているように思われる。詩篇Hors－Ven11で  
ほこ町他処者のオルフェウス的資賀と、上記り苦役とそれに起因して自分の手  
という鏡に目分の運命を覗きみる姿が描かれている：  
Quandils（111iet son double）passaient，m色meles arbres  
Etaient pris devivaciti，  
Les troncs frissonnaient dansla丘bre，  
Visiblement r組占chissaient，  
La pierre prenait conscience  
De ses anciennesllberti…s．．  
Ses trava11X de terrassement  
Dansles cadとres de son ame  
Le surprenalent－ilsharass£   
有 書 豊太郎  
Prとs de borneS SanSinscription  
Tirant une langue sanglante 
Telun chlen auX POumOnS CreV6s，  
Qu’ilregardait seslongues mains  
Comme unmiroirde chalr et d’os．（23－25）   
死者u詩人にとって、かつて過した地上Terreの時間は「太陽の時」であ  
り、「物を落すと昔をたてる忘れがたい時」であるが、「今」ほ「私たちの手が  
摘みうるすべてほ蔑」だけの時間である呵。この「幾世紀をもさ迷う老」に  
とっては過去や未来という時が無い、しかもそれは現在が欠如していることに  
よるのであろう：  
Et nous m8llOnS，1a t昌te dansles mains，  
Noslarmes de naguere a celles des6toiles，  
Parce q11’hieY6tait pour nous comme dcmain，  
AlqOurd’hui，Chaq11e】Our，mOurait d’un coup delance，  
On nousl’assassinait dとsle petit rnatin…（36）   
したがって現在という時間はこの詩人の世界には存在しないので、この時間に  
生きる老COntemPOrain と出逢うこともないのである：  
Oh！jesalS，】eSaisbienquetuauraispr6f6r6  
Etre compns parle］011r quel’on nomme alqOuYd’hui…（69）   
このような時間を生きる老にとっての孤独は、こちら側から向こうを見ること  
はできるが、むこうからこちらが見えないことによって一層いやしがたくなる。  
したがってついにほ：  
Nous fermions a jamais d．egrands yeuxinutiles（36）．  
しかしながらStrpERVIEIユEは時間を取戻そうとする努力を怠るわけではな  
い。次に掲げる詩は、自分のものであるはずの過去の時間が自分に宿する自信  
がもてない。が記憶を喚起する呪文の如き繰返しによって、過去の時間は確か  
な時間として詩人のもとに戻ってくる。そして最後には、HID】〕LESTON云うと  
ころの69）vous－Pilar、更には現在の時間にかろうじて繋がってくる（Etc’est  
encorevrai）。しかし希薄な過去を現在につなく、、仕方ほ、ことさら自らに云い  
聞かせねは納得のできぬほどに（Cette董ois je sulSSdr）なんとも心もとない   
Guanarniru o111es distances   
ことである：   
Jemesouvienモー1orsqu竺jeparleainsi   
Ahsaura－t－C・nlamais qulSe SO11vient   
Je me so11viens，C’est dans un pays  
Qu’on aper90it fort a11S11d surles cartes，  
Je me so11viensLCette fois jeslⅡSSdr  
Que c’est bien moiqulhume ce temps－1a－   
Je vous trouvaidurant une accalmies   
Vous quideviez devenir mon amie   
PendantVingt ans，et C’est encore vral・（51）   
たとえこうして回復する記憶であっても決して連続したまとまりをもつ時間と  
して廷ることはない。かくて記憶の中に簸る肉体は断片的であるニ  
Ilne reste qu’un sein purimmobile enla mimoire  
Etl’6treinte de bras nus color6s d’Ⅶ1ioln・anCien，  
Une6paisseurde cheve11X Sur11n front encore tiとde，   
Malgr61e temps quine peut presq11e Plusrien contrelul・．・（52）   
時間はその流れの中における事物の変身によっても断続している二  
Celoup deran dernier c’estle vent d’aujourd’hln   
Et qulSa11ra・1amais ce qu’ilva devenir？ （73）   
そしてこのような時間における生を生という名で呼ぶことができるであろう  
か：  
‥・・Cela s’appelait ne pas avoirvecu（73）   
愛するひとは連続する時間に生きている。そして詩人にはその時闇を確認する  
こともできる。そわなのにその時間が詩人の時間と交わることは永遠になさそ  
うである：  
Cette codeur c’6taitla couleurde vos yeux  
Et cet air d61icat c’占talt VOtreair aussi   
Maisles chemins qlllVOnt d’hier a a11jourd’hui  
Vousles foule2；tOu］OIKS de vos】euneS Chevaux   
Quin’enfinissentpl11Sd’ungaloptoujoursproche  
I）eme venir dessus・（58）   
右 吉 豊太郎   
以上述べた現実空間と想像空間の両方に渡る楕のようにかけられた時間の階  
段の詩がL’escalierである。現実空間では時間の階段は専ら死に向って登っ  
ている：  
［Parce］Quechaqlユejeume負11eengravissantlesmarches  
Vieillissait de dix ans a■Chque triste pas，  
rSa robe avec sa chair dans une mさme usureu  
Et＝n’avait quun d6sir ayant v6cu sivite  
Se coucher polユr mOurir surla derni昌re marche；   
しかしながらこの階段が想像空間の次元に移行するやいなや時間は悠久の流れ  
に変わる。時間はかつての年を取らせ石化する力を失ったかのようである：  
Maisun］Ol∬1’on gravitles marches comme si  
Rien que de naturelne s’y6tait pass占．  
Des丘11es ymangeaientlesclaires mandarlneS  
Sousles yeux desgar90nS quiles regardaient faire，  
L’escallerignorait tout de sonvieux pouvoir（54）   
したがってこの流れを止めた時間を時間という名で呼ぶことはできない：  
Etl’enhnt qulvenait avec nousle nomma・  
C’6tait un nom h6las sIPrOChe du silence  
Qu’en vainilessaya de nousle r6p6ter（55）  
Ⅴ  
前章で考察したように、現実世界はとりわけ子供の時代にあり、やがて詩人  
が現実世界から遠ぎかるようになると、イマージュというほっきりした輪郭を  
もつ現実（あるいはイマ【ジュという物）を生み出すが、結局のところ詩人の  
住む世界ほひとの住む世界とは異なり、詩人はますます深い孤独の深淵に追い  
やられることになる。時間の次元からこれを考察してもやほり同様に詩人の孤  
独に行きつくようである。このような現象を『隔たり』の現象として検討する  
ならば、詩人の本質により深く迫ることができるのではなかろうか。  
「人よりは憐しみ深く、かつて眠ることのできなかったある種の死者たちの  
ように物事に通じているもが0）」Hors－Ven11ほ隔たる空間と隔たる時間から  
やってきて、自らの内部にもうひとりの隔たった存在を住まわせている二   
Gl迫Wni【u On teS disねn亡eS   
C’etaltl’affaire de son do11ble  
Toujoursえ1a bonne distance（23）  
83  
掛まわれわれの世界へやってきてもすぐにまた去ってゆく二  
Et a11SSit6tilrepartait．（25）   
このflors－Venuにおける隔たりはSupERVIELLEにおける隔たりの概念を言  
い尽しているように思われる。   
肉体と魂との間の隔たりは、物界（肉体）を断れた魂について言及したなか  
に含まれる現象である。しかしながら「隔たり」の観点から見ると、肉体ほ魂  
と対立する一方の項をなすほかりでたく（っまり肉体は単に魂をつつむ肉体一  
般であるほかりでなく）、肉体の一部でもあり、肉体自体からも・隔たっている：  
Cette mai工ISurlallelge  
Que fait－ellesiseule   
Et sid6sesp6r6e  
D’avoir A se5u鰯re  
Dans cette aridit6．   
l．’on voit bo11ger SeS doigts   
De mainabandonn6e‥・（56）   
この断片的肉体である手ほ存在から全く離れている。観察者は、自分と一体的  
に融合した自分の手ではなく、自分からは切り離された手を見ている。   
この肉体と存在との隔たりは、死の危険をはらむ詩人の病んだ心臓が常に意  
識の対象になっていた事実と決して無線でほなかろう。StJアERViELl．Eの作品  
でほ何よりも心臓が隔たりの筆頭にあげられる71）：  
姐c・nCCeurqulmer占veilleetvoudraitmeparler  
To11Che maporte ainslqu’un modeste6tranger  
Et reste devant moine sachant pl11S que dire：  
《Va．ie te reconnais，C’est bientoi，mOn ami，  
Ne cherchepastesmots et net’excusepas・．・（79）  
ところで、肉体と魂は静的に隔たりているのではなく、隔たったり接近したり  
する可変性を示す。この事実を経験的に証明するもののひとつは欲情Ledesir  
というわけである。魂を追い出した肉体と肉体ほ結局ほ理解し合うことなく異  
なる岸辺に打ち上げられる。その時魂が肉体に戻ってくる：   
石 膏 登太郎   
J11Squ’a11mOment O‡11es etres  
Sont d6pos6sinterdits sur des rivages diff6rents．  
Alorsl’ame seretrouvedanslecorps sans savoircomment  
Etilss’iloignentr昌concil16s，enSedemandantdesnouveiles■（48rJ19）   
あるいはもうひとつ、「夢想するとは、肉体の物質性を忘れることである7色）」  
ので、夢からの覚醒はとりわけその瞬間において肉体と意識との間の隔たりを  
われわれに経験させてくれる：  
Maintenantiln’yaplusdanslachambrequematableallongee，meS  
livres，meS PaPlerS・  
Ma hmpe占clairelユne tEte，desmains h11maines，  
Et meslらvres se mettent ar合verpourleur pl－Opre COmPte COmme  
des orphellneS・（88）  
もっと大きな次元で隔たりをとらえると、外的宇宙と内的宇宙との間の隔たり  
とその可変性である：  
Lecorps dela montagne h6siteえmaien8tre：  
《Comment pellt－On entrer Sil’on estla mantagne，  
Sil’on est en hauteur，aVeC rOChes，Cai1loux，  
Un morceau dela Terre，alt6r占parle Ciel？》．・（85）  
外的宇宙と内的宇宙との問ほ肉体と魂との間と同様に接近したり隔たったり  
するが、この詩では、外的宇宙は内的宇宙に接近することを決めかねている。  
この隔たりが無くなること、つまり外的宇宙の内的宇宙への『侵入』という重  
要な現象についてほ他の機会に検討したい。いましばらく「隔たり」の諸相を  
見続けよう。隔たりは単に内と外の間にあるほかりでなく、内部につまり自己  
のうちにもある：  
De tremblants centim色tres  
No11S S占parent a pelne  
Eりe me se】tS a11S封   
I）evenlr6tranger・（53）  
隔たりが自己の内部にあるということは、自己の統一的存在というものの一  
種の不安定（？）状態であり、言葉をかえれば自己同一性identit6の欠机あ  
るいは自己の他者化（a根元t貞一alt‘ratioユ1）ということである。自己のうちに他   
Gua一迫ml∫u Oし11es di5t且nC6  
老を見るということである。   
L11iseulは、代名詞VOlユSを読者ととるか1uiの片われととるかなどによっ  
て解釈の多様性があるにしろ、いずれにしてもI11iほ月己同一性を失った詩人  
における他者を指しているのであろう。この他老ほ1uiでしかない、その存在  
の確かな証拠は、去ったあとの扉に残された「1uiのように」vivanteでpまk  
な属性のみである：  
Sivous touchez sa main c’est bien sansle savoir．  
Vo11S VOtlSle rappelez mais sollSunautre nOm，  
Un jo11r On fra．ppeet je devlne q11e C’estl血  
Quis’en vient pr6s de nous an’importe q11ellehe11re  
Et vousle regardez aveclln telollbユ1  
Qu’ils’en retourne auloin mais enlaissant derriere  
Uneporte vivante et pale commelui・（102）   
この自己のうちにおける他者ほ必ずしも明確な姿を見せなくとも、その存在は  
確かである。したがって、自己のうちの他者は対等の存在を主張することがあ  
る：  
《Qnandlesoleil… 一MaislesoleilqⅦ’eniaユteS－VOuS？  
D11palnPOurChaque］Our，1’angoISSePO11rhn11it・   
i－ 
r。 
自己は分裂している。次に掲げるAlter egoでは、自己と他者が明確な性格  
の違いをみせている。HIDDLESTONの一般的な解釈によると、「われわれのう  
ちにはいつもあの片割れ、くいつかほそうなる死者〉、必ずくる終りを喜びの最  
中に思い出させるお呼びでないあの座白け人が顔を出すのだ。この老はケチつ  
け崖であり、ちょっとしたことでも疑い、この者の前では現実は風化し非現実  
となり存在しなくなる。何かに確信をもつとやって釆てすべてを疑問に附  
すⅦ）」：   
Unesouris s’6chappe   
（Cen’en占taitpasllne）  
Une壬emme s’さve止1e   
（Commentle save乙－VOuS？）  
Je ne pulS PaS bouger   
有書豊太郎  
（Vousmarchezs？rlaroute）  
Oh allons＿nOuS alnSi？  
（C’est moiq11ile demande）（106）  
自己の内部における分裂ほ、想像空間に生きるものと現実空間に生きるものと  
の互に他を否定する関係を生み出している。これはちょうどBoireえ1aSource  
における「海の日己」と「地下鉄に乗ったり、車道を横切るのに警官が合図の  
警棒を振り上げるのを待つ自己74）」との関係に対応している。この両者つまり、  
想像空間には現前するが現実空間には不在である老と、反対に現実空間には現  
前するが想像空間にほ不在である老との否定的な関係は、とりあえず両者がと  
もに等しく孤独であるということによって解決される：  
Je sulS Selユ1surla Terre   
（Je suislえpr毎de vous）  
Peut－On etre Siseul  
（Jelesuisplns 
． 
Nd nem’a jむnalS Vl叶  
この自己の二元的分裂における政教を詩人ほ簡潔なイマージュで次のように  
表現している：  
Nous sommes deux，nOuS SOmmeS11n．  
Nos pas s’embro11illent，et nOS CO≡urS．  
No115aVOnS m愈11e V合tement  
Quand nous allons chemin falSant  
Surla rolユte qulSOrt de nous  
La seule que nous puissions suivreL（109）  
こ丸まで見てきた自己における隔たりほ、いかにこれを自己分裂という名で  
呼ぽうとも、互に他を否定し、自らを主張するものどうしの隔たりであり、夢  
想家とこれに半畳を打つ現実家との間の隔たりである。しかしながら次に引用  
する詩篇の「待ち伏せている他処者」はこれまで見てきた他者に比べると無気  
味な存在である：  
Etranger al’af［at et parfoisloindemoi  
Te voicilatolユtPrとs，SanSvi01ence et sans voix，  
MalS COmment au］Otlrd’huine pas te reconnaitre，  
D’a11tant Plus toiq11e tu fuslong am’apparaitre，   
Gua月amlru Ou Les dlStar】C田  
Et，dans un m色metemps，allong6s11rmOnlit  
Debout prさs derarmoire et surla chaise assis，  
Epo11Santle conto－1rdel’airet deses fables．  
Tu caches en plein jc・ur teS ailes redoutables．（103）  
この詩篇において何よりも注目すべき点は、自己における他者が図々しくひと  
の領分をおかす様子が、この論考の初めのところで掲げた集中最後の詩篇Le  
tapisvertにおける粗野にして、詩人に実存的嫌悪さえもよおさせる他者とほ  
とんど見分けがたいことである。このような自己における他者について  
SupERVIELLEほ、L’Insoliteetlesollteと越する未刊の散文の中で次のよう  
に証言している。「15歳の頃から異様なものinsoliteが私をおびやかすように  
なり、16歳の頃には鏡に映る自分の姿を見るのも怖かった。目にみえるのは他  
者であり多分私の分身だったのである。この異質なものは私の最長の部分に隠  
れていて、私が活動的な生活を送るわけではないのでそれを減耗させることも  
なく、また私のいつ果てるともしれぬ夢想がかえってそれを長居させることに  
なるだ研こ、いっそう私を恐がらせるのであった75）。」   
『隔たり』ほ大まかにまとめると、世界・地上・現実・他者・自己からのあ  
りとあらゆる隔たりである。たった今引用したStJPERVIEILE自身の証言の結  
論は、この日己のうちにおける隔たりの狂気性と天才一ここではとりわけ文学  
的天才に注目したいがuとの閑適について次のように述べている。「私ほこう  
思うことがある。天才とほ、科学的天才であれ文学的天才であれあるいは軍事  
的天才であっても、場合によると気違いになるかもしれないが実際はそうなら  
なかった老のことである。しかし何という目には見えない苦痛をなめなけれは  
ならないことか。」   
ここにわれわれほ、たとえStTPERVIELLEがひとにほ理解できない苦痛の代  
価を払っても、この隔たりを積極的に受け容れ、むしろそれを粗として詩人と  
しての存在を養おうとする態度を垣間見ないであろうか。  
「夢想することが肉体の物質を忘れることでありいわば外的世界と内的世界  
を混融させることであるり6）」とすれば、これを換言すると、夢想するとは外的  
世界と内的世界との間の隔たりを消すことである。われわれの研究対象として  
いる詩集ほそのタイトルの中にこの隔たりを消し摸近きせるということと、そ  
れが外的世界と内的世界の間で起るということの二つの要素を包摂しているよ  
うに思われる。それほamiという名詞り意味と、この名詞を形容している   
希 書 豊太郎  
inconn11の意味とが本来相容れぬ矛盾すなわち隔たりを示している。さらに、  
inconnllという形容詞は語源的な：IN（privatif）＋connuという意味ほかり  
か、IN（《dans》）＋connuという意味を帯び、LesAmisInconnusとほ、《内  
的宇宙において知られたる未知の友》なのである。様々の隔たりを確認し、隔  
たりが自らの存在の板木に横たわっていること、したがって隔たりが自らの常  
態であることを自覚している詩人にとって、隔たりとは詩人の孤独そのもので  
あると同時に愛の形体でもある。死者が自分の方からは見えるが生者の方から  
は見えないのと同じように、詩人にはamisが見えるが友には詩人が見えな  
い：  
On voyait bien aussinos amisles plus chers，  
Desl占vres，aPr～s nous，murmlユraient nos chaIISOnS，  
MalS On aVait beau scruter tOutela Terre  
On nenousvoyait pas，m£me avec del〕OnS yeuX，（36）   
自己の内における隔たりである他者もまた同様に：   
Jevoisvotrevisチge  
Nulne m’a ja皿alSⅥユ・（106）   
こちらからは見えるが向こうからほ見えないという一愛であり孤独であるも  
の－これが隔たりの基底にある。そして注目すべきは、この基底がS17アER一  
ⅤIEIエEの詩創造の問題と基本的な関連を有していると考えられることである。  
常意である隔たりをくり返し接近きせる苦役と、前述の時間の馬を養いつづけ  
る苦役とは決して二つの異なる仕事ではない。   
すでにGravitatioJ】Sの中でも顕著な特徴であるが、詩人は想像空間の中で  
最後にほ「去ってゆく」ポーズを取る。LesAmisIncoImuSの中でも同様で、  
詩人の自己紹介的内容をもつHors－Ven11は極めてオルフェウス的性格を示し  
つつ、運命的に立ち去っている。接近のあとには必ず隔りを必要とするかのよ  
うである二  
Qu’ilregardaitseslonguesmains  
Comme unmiroir de chair et d’os  
Et aussit6tilrepartalt．  
Ses enjamb6es6talent Cilらbres，（25）  
RobertMALLETとの対談で、SupERVIELLEはまるで自分のことであるか  
のように確信をもってCEATEAUBRIANI）のVoyageenAmirique論を次の   
Gual値mlru Ou L鴎dlStanCeS  
ように語っている。「私ほ確信しています。彼は自分自身に遭うために……人々  
を忘れ、離れて愛するために出発したのです77）。」CモIATEAIJBRIANDの隔たり  
の存在と創造とが密接に係わっているのと同様、SupERVIEuノEのその根本に  
隔たりを確認する存在と彼の詩創造とほ強く結びついている。この意味で  
SENECHALの言葉：「1esAmisInconnlユSとは、孤独を逃れるために世界のあ  
らゆる友情にかけられた動員のことである」を理解しなければならない。   
この詩集ほLesamisinconn11Sという冒頭に病人された詩篇を稔タイトル  
としているが、現実世界と自分との係わり、あらゆる隔たりを間頓にしつつ、  
想像空間の中でその隔たりを解消し多くのamlSに出逢うドラマである。冒演  
の詩では創世紀的な宇宙にありとあらゆるamisの誕生に立ちあうことにな  
る‘   
Ilvous na王tⅦn ami，etヽ70肋q11’ilvous chercile   
Ilne connaitra pas votre nom nivos yellX  
Maisilfaudra qlユ’ilsoit touch6commeles a11treS  
Etloge dans son cceur d’6tranges battements  
9血11云vienneTlt dejollTSqll’iln’aurapas v占cus・（9－10）  
この創世紀約手宙的規模の創造はこれを極めて近いポ巨離から観察すると、あ  
らゆるamisinconnusのうちのひとつL’oriseauの創造を目撃することがで  
きる：  
《Oiea11，q11e Cherchez－VOuS，VOletant sur mesllVreS，  
Tout vous est6tranger dans mon6troite chambre・   
一Jノign？reVOtreCbambreeties血loindevoⅦS，   
Jen’ヤ】amalSqⅥi鵬mesbぬjesuissurl’arbre  
Oもj’alCaCh占mon nid，COmPreneZ autremeIlt  
Tout ce qulVOlユS arrlVe，OubliezunOiseau・  
叩Maisje vois de tollt PreS VOS patteS，VOtre bec・  
一SansdoutepollVeZ・VOuSraPprOCherlesdlStanCeS  
Sivosye11Ⅹm’onttrouv6cen’estpasdemafa11te・（12）   
創造はGravitatlOnSで見られたように、又Les amisinconnllSのように宇  
宙創造的でもなければ、無からの創造というのでもない。そうではなくて、創  
造は隔たったものの接近という形式をとっていることに注目したい。ここでも  
例によって創造者の方から創造されるものが見えるのみである。そしてこの隔  
たりを消失させる行為は必然的に常態としての隔たりに戻ることが予定されて  
いる：   
有 吉 豊太郎  
J’albesoin d’etre seul，m6me un regard d’oiseau…  
－MaispulSquej’6taisloinaufonddemesgrandsbois！（13）  
たとえ詩人によって生み出されたイマ′シュであってさえ詩人に近づくことは  
許されない。隔たりの解消は→方的に詩人の側にのみ許きれている。隔たりこ  
そ詩人の存在の現実であるが、詩人としての存在を支えるものでもある。はと  
んど存在そのものであるということさえできるのであるっ他からの接近ほかえ  
って新しい秩序のもとに世界を創造している詩人の仕事を妨げることになるニ  
Neto11Che2，PaSl’6paule   
I）11CaValier q111paSSe，  
IIse retournerait  
Et ce seraitla nllit，  
Une nlユit sans占toiles，  
SanS COurbe ninuages．（14）   
この孤独な詩人の宿命を理解できるものはただひとり「隔たりの馴染み」であ  
る星々のみである：  
Les6toiles comprennent talangue  
Et d’instant eninstant，fami1i昌res de dlStanCeS，  
Ellessecondenttapens6e，111ifo11rnissentdesparoles，（69）  
StJpERVIELI－Eにとって、隔たりをおくとは、意識の対象をもつということ、  
愛の対象をもつということの別名である。前にも引用した詩篇Lademeure  
entour由でほ内的宇宙に接近することをためらっている外的宇宙は、隔たり  
を保つ限りにおいてその思いを詩人に向け詩人に語りかけてくる。このように  
して詩人が外的宇宙の意識（愛）の対象として「存在」する。外的宇宙にとっ  
ても同様で、意識の対象となっている限り存在するのである：  
Maisl’6toile se dit：《Je tremble au bolユt d’un nl，  
Sinulnepenseimoijecessed’exister・》（86）   
ここでもう一度、星が「隔たりの馴染」であることを思い出したい。すると今  
引用した詩行は、「もし他者と私の間に隔たりがなくなれほ、私は存在しなく  
なる」を意味しないであろうか。   
この相矛盾する動き－隔たり＝隔たりの解消＝隔たりの回復－の反覆こ   
Guanaml∫し10ules d】StanC缶  
そ、StrpERVIEILEの存在の実際と創造（夢想）とのたえぎる反覆を示すもので  
あることは疑問の余地がない。St7PERVIELLEの存在の実際という云い方をし  
てもこれを一個人の存在の問題に限定することはSvRERViELLEを理解するう  
えでむしろマイナスになるであろう。したがって彼のなかにある普遍的な部分  
を問題にしているのである。われわれはこの論考において詩人の個人的心理に  
は決して触れていないことをあらためて記しておかねはなるまい。SupER－  
ⅤIELI－Eの中にはかえって個人的心理に触れることを拒否する要素が多いとい  
える。ETIE㍊BLEは19世紀以来の詩史を概観しながら、心の闇にほ耳にたこ  
ができるほど付き合わされてきたが、StTf■ERVIELLEの夜にはいつも光がある  
と指摘している78）。この光こそほわれわれにStTPERVIE】ユEを個人的心理のレ  
ゲエルで読むことを拒否する大きな要素のひとつなのであり、そのイマージュ  
はわれわれを一L理が発生する以前の、初まりのみがある位置に招くように思わ  
れる：  
La blanche vient de Timor et touchala Palestine  
Et voila ques11rlellt elle s’incline et s’占tale  
Et cette autre avec regret se separa dela Chine，  
La voicisurle miroil・  
Luidonnant sa profondeur  
Rien qu’en s’approchant dellli．（33）   
このようなイマ．ジュをBACHELARDならば純粋昇華（S11bllmation p11re79り  
という言葉で説明するかもしれない。われわれはそれに依って純粋創造とでも  
呼びたい。次の「心のきらめき」というイマージュは「隔たりの馴染み」であ  
る星々というイマージュに対応して心的夜に宇宙的な光を与えている：  
Parcequ’ils［tessemblables〕n’ontpours’exprlmerdufonddeleurs  
annges－111mi昌res   
Quele scintillemerlt d’un cceur（70）   
次のイマージュでは、まさに詩人・創造者手ずからが閉じていて無であるもの  
（心の夜）に光をあて、そこに宇宙的な拡がりを創りだしている：  
RetolユrnOnS－en a11mi11eu de ma nult   
Ma plume ymet delointainesl11miさres，   
J’aima Grande Ourse，auSSimaB6telgeuse，（80）   
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結  び  
Les AmisInconnusは従来の作品のように専ら内的宇宙に沈潜してゆくの  
ではなく、内的宇宙が外的宇宙とのかかわりの中で捉えられるようになった作  
品である。   
この特徴は「隔たり」という現象となって作品の中に顕著にあらわれている。  
隔たりは外と内、肉体と魂、他者と自己、自己と自己、など互いに対立する存  
在のあいだの分離であり、対立項の一方がより現実的現前的であるとすれは、  
他方は非現実的不在的であることが多い。   
論考の初めで、作品自体が二通りの相矛盾する読みを読者にうながすことに  
注目した。一方ほ心理的読みとでも名付けられる。この読みの必然性ほ作品の  
最後に配されているLetapisvertと題する詩篇が他に比して詩人の苦悩を極  
めて直接的に読者の心理に訴えてくるという素朴な事実に発する。他方は純粋  
昇華として作品に接する読み方である。つまりイマ′ジ ュを詩人の個別的な心  
理のあらわれとして読むのでないばかりではなく、イマ←ジュを偶に発しなが  
らも個から独立Lたものとして捉え、イマ←ジュが主観性を超える仕方を読む  
のである。叫 しかしながらこの二通りの読みが実際ほここに云う程に明別  
されるわけでないことを付言する必要ほあるまい。心理的読みといっても、  
LesAmisInconn11Sにおいては詩人の心理と直接結びつく還元的な解釈が可  
能であるという意味でほなく（むしろその反対である）、作品が読者の心理に  
より直接的に訴えてくる、そのような部分を読むという意味である。そして作  
品の構成自体がそのような読み方の可能性をのぞかせているのである。   
ところでGravitationsについての論考81）の中で、この作品中には二穐の夢、  
つまりr昌ve（夢）とr昌verie（夢想）があること、更にそのふたつが繰返すこ  
とを確認した。一方は「夢まかせの夢1e rさve quis’en va ala d6rive［え1a  
dむるve82）］」であり、もう一方は「夢想するとは肉体の物質性を忘れること、い  
わば外的宇宙と内的宇宙を泥融することである」というときの夢想である。  
Gravitationsの中では両者が繰返すとはいえ前老の方が顕著である。ETIEM－  
BLEが詩人を許して「出発点ではアナ【キスト、到達点でほクラシック」と云  
うとき、アナ←キストとほ前者の夢が支配的であるひとのことであり、クラ  
シックとは夢想が支配的であるひとのことである。Gravitationsをシコ」T）t，レ  
アリストの作品であると誤解した評者がいるのも無理からぬことである。同じ   
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ETIEMBLEがLesAmisInconn11Sを評して「フランシスカソ的側面がGllana－  
miru的側面を凌いでいる」と云うとき、Gllanamiruとほ「夢まかせの夢」を  
見るアナキストであり、フラソシスカンとは夢に制御を与える老、夢想するク  
ラシックである。   
先に述べたようにLesAmisInconIluSにおける「心理的読み」を促す要素  
とは実はこのGuanamiru的側面なのでほなかろうか。つまりJulesSupER－  
VIEILEという夢（夢想でほなく）癖のある人間が記名に訴えている部分なの  
ではないかと考えられる。この点ほ等閑に付すことができない重要性を含んで  
いる。それほ、自己からの「隔たり」（自己のうちにおける他者）について検  
討した際に引用した「いつ果てるともしれぬ夢〔想〕がかえって〔自己のうち  
サニおける怪物であり詩人を狂気に導きかねない〕この他老を長居させることに  
なる」という詩人の証言をこみられる夢〔想〕とはGllanamiTlユ的な夢にほかな  
らず、まきにこの「夢」こそわれわれが本論で述べてきた隔たりを隔たりたら  
しめている原因となっているからである。   
元型としての子供にとって現実世界（肉体・外的宇宙…‥うは堅さをもって  
いる。大人は夢によってそり現実を変質させ、堅い現実から隔たる。子供の内  
的宇富は外的宰領と区別しがたく融けあっている。大人は知識を介してしか世  
界に触れることができない。この孤独な隔たりの存在である大人を作るものが  
ここに述べてきた「夢」と決して無縁でないことほもほや明らかであろう。   
ところでわれわれはこの「隔たり」を消す動きがStJPERVIEL⊥Eのなかにみ  
られることについても簡単にふれておいた。それほこの孤独な人物が1esamユS  
incoIlnuSを呼び寄せる動きであり、子供の時間と空間を回復する動きである  
と云えよう。ETエEかⅠおLEが作品についてフランシスカン的側面という言葉を用  
いて云おうとしたのほこの動きを察知したからであろう。またGREENEの「読  
者と詩人との間を一本の絆で結ぶような感情に訴えることがない」という印袋  
もやはり、この動きがLesAmishconnusにほより顕著だからである。そし  
てわれわれがBACHELARI）を援用して純粋昇華という言葉で説明した、心理  
読みに相反する読みを促す要素ほ、「隔たり」とは相反する動きがある事実に発  
しており、これが人間存在の本質的矛盾→愛と孤独（隔たり）－呑止揚してゆく。   
隔たりに相反する動きとは、外的宇宙と内約宇宙の融合－「夢想」のことに  
ほかならない。ここに、夢まかせの「夢」ならぬ創造叩純粋昇華がはじまる。  
それでほ融合ほどのようにして行われるのか、夢想の仕組（主観性を超える仕  
方）はどうなっているのか？この課題についてはこの論考でほ未解決である。   
有 害 豊太郎  
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